
・日 時： 令和３年５月２５日（火） １３：００～１５：２０
・場 所： web開催
・参加機関： 豊岡市、但馬県民局（県）、豊岡土木事務所(県)

神戸地方気象台、西日本旅客鉄道（株）
WILLER TRAINS(株)、全但バス（株）
豊岡河川国道事務所 計21名 ※印は新規参画機関

・議 事：
・ 公共交通事業者の参加について
・ 円山川の防災に係る取り組み方針に基づいた10年間のスケ

ジュール更新について
・ 令和2年度の活動報告及び令和3年度の取り組み予定について

～第7回 円山川大規模氾濫に関する減災対策協議会を開催～

【問い合わせ先】
国土交通省 近畿地方整備局 豊岡河川国道事務所 調査課
〒668-0025 兵庫県豊岡市幸町10-3 TEL 0796-22-3126（代表）

円山川では、流域における水防災意識社会の再構築を目的に「円山川大規模氾濫に関
する減災対策協議会」を設置しています。

今回から新たに公共交通事業者の３機関が参画し、引き続き関係機関が連携し、地域
の防災力向上を目指し、昨年度までの５年間取り組みを確認するとともに、今後５年間で
取り組む内容を確認しました。
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豊岡河川国道事務所

協議会で使用した資料は
豊岡河川国道事務所HPにて公表中

★５年間の成果★

① 行政機関の連携による地域防災意識
の向上
・メモルアル防災学習会や防災授業
・メモリアル水防訓練
・防災住民ワークショップの開催 等

② ハード対策、ソフト対策の進捗
・H30年7月出水は、H16年台風23号、
S34年伊勢湾台風に次ぐ出水であっ
たが、大きな被害は発生しなかった。

・危機管理型水位計（24基）簡易型河
川監視カメラ（28基）を設置し、河川水
位情報としてHPに公表。また、チラシ
を作成し、周知徹底を図った。

★１０年間の取り組み★
（今後５年間：４つの柱・２１項目）

新たに3機関を迎え、防災力向上を目指す！

★新規参画された機関からの発言★

・ 河川の警戒水位等の情報を事前にいただき列車の運行をしていきたい。 （西日本旅客鉄道（株））
・ 円山川、由良川と東西に大きな河川があり、大規模災害の発生を危惧している。

車両及び人命を守るために情報共有をしっかり行っていきたい。 （Willer Trains（株））
・ 近年では災害脅威が高まり、連携した取り組みを必要としている。

令和３年度はBCPの作成実施から進めていく。 （全但バス（株））

▼ web会議の様子▼

★今後５年間の抱負★

・ 新たに公共交通事業者を迎え、更なる防災力向上を図
る。

・ 従来のよい部分を継続し、反省点は改善し、防災力を向
上させる。

但馬県民局 中山総務企画室長

Willer Trains(株)
畑山安全監査室長

全但バス（株） 黒崎乗合組合課長 西日本旅客鉄道(株) 若林安全推進室長 神戸地方気象台 藤本気象台長

豊岡河川国道事務所 南事務所長

豊岡市 宮田防災監 豊岡土木事務所 多田事務所長

豊岡土木事務所 木下河川砂防課長

※

※※

概 要


